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十
五
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度
同
窓
曾
役
員
左
の
如
し
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幹
事
の
こ
と
ば

本
年
度
の
同
窓
曾
の
陣
容
は
以
上
の
如
く
結
成
さ
れ
、
私
建
幹
事
一
一
向

は
誌
に
輝
か
し
い
皇
紀
二
千
六
百
年
の
千
歳
一
遇
の
好
期
を
迎
へ
て
希
何
回
ぺ

と
感
事
に
胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら
曾
務
の
第
一
線
に
就
き
ま
し
た
。
自
帝
都
幾

多
の
閃
難
主
戦
ひ
な
が
ら
も
舎
務
の
大
字
を
途
行
す
る
事
が
問
衆
符
ま
し

た
。
と
れ
も
偏
に
令
長
狽
下
を
姶
め
と
し
、
部
長
諸
先
生
の
御
指
導
止
先

輩
各
位
並
に
曾
員
諸
兄
の
熱
烈
な
る
御
後
援
に
依
る
も
の
と
私
達
幹
事
一

同
は
、
衷
心
よ
り
御
穂
市
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

各
部
の
足
跡
を
岡
馴
致
し
ま
す
れ
ば
、
合
員
の
減
少
に
依
る
珠
算
の
不

足
宇
恩
院
日
升
絡
を
前
に
し
て
、
校
舎
の
改
築
等
に
よ
り
品
開
務
没
行
上
に
不

自
肉
を
来

L
ま
し
た
が
幹
事
一
同
は
只
ひ
た
す
ら
本
A
W
の
本
分
で
あ
る
合

員
相
克
の
親
降
、
校
風
の
融
政
揚
を
主
限
と
し
て
精
進
努
力
の
一
路
を
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

岡
家
の
際
日
目
は
健
全
な
教
育
に
よ
り
可
能
で
あ
り
ま
す
っ
宗
門
の
興
降

聴
県
民
も

X
教
組
午
の
完
備
に
依
る
事
は
巾
す
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。
宗
組
御
入

山
の
副
弔
意
を
源
と
し
六
百
五
十
鈴
年
の
間
停
U
ワ
て
来
た
組
山
の
教
撃
は

其
問
幾
多
の
感
衰
の
際
史
を
残
し
て
重
い
り
ま
し
た
が
、
今
品
川
川
に
京
斑
新

秩
序
建
設
の
枇
紀
の
大
事
業
を
成
就
せ
ん
と
し
っ
、
あ
る
時
に
あ
た
り
之

に
恰
も
膝
づ
る
如
く
名
食
共
に
揺
ぎ
な
き
刑
判
山
教
患
の
殿
殺
は
穴
現
せ
、
り

れ
ん
と
し
て
舵
り
ま
す
。
私
達
は
此
の
喜
び
を
満
喫
し
な
が
ら
行
型
ニ
滋

を
励
ん
で
帰
り
ま
す
。
現
在
乙
の
幸
耐
に
酔
う
時
何
物
か
電
光
の
如
〈
間
以

〈
心
に
感
ん
ぜ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
巾
す
た
一
も
な
く
組
山

。
五



各

部

詑

事

教
感
興
陵
の
銭
、
涙
円
、
ま
し
い
献
身
的
議
力
を
つ
〈
さ
れ
た
先
輩
諸
師
の

熱
意
で
あ
り
ま
す
。
私
達
は
ζ

の
傘
い
精
紳
に
劃
し
心
よ
り
感
謝
の
念
を

絡
げ
る
と
共
に
此
の
母
校
の
繁
築
を
築
き
あ
戸
、
ペ
き
一
員
た
る
営
両
の
皐

徒
と
し
て
の
責
務
を
完
了
す
べ
〈
只
此
の
一
事
を
念
願
と
し
て
屠
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

以
下
各
部
に
亘
り
御
報
告
申
上
げ
ま
す
。
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清
水
記
）

;t 

要

一
一
一
月
八
日
昭
和
十
四
年
度
第
廿
丸
岡
卒
業
式
を
奉
行
す
、
式
後
会
別

茶
話
舎
並
に
記
念
撮
影
を
行
ふ
。
本
年
度
卒
業
生
左
の
如
し
。
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容

隆

保

一

肺

順

E

五
月
六
、
七
、
八
、
三
日
間
緯
傘
降
誕
令
道
路
布
教
開
催
（
弊
論
部
参

間
）

五
月
十
三
日
新
幹
事
選
第
ハ
営
選
者
上
の
如
し
）

五
月
十
五
日
第
二
十
九
回
同
窓
曾
定
期
犬
舎
開
催
、
午
前
九
時
閃
村
幹

事
閲
舎
宣
言
す
、
片
山
副
曾
長
よ
り
皐
院
前
途
多
事
に
つ
き
本
舎
の
使

命
途
行
に
一
層
努
力
せ
る
よ
う
訓
僻
あ

p
。
次
い
で

E
議
長
に
松
木
本

興
先
生
、
副
議
長
に
踊
島
義
孝
先
生
就
任
す
、
そ
れ
よ
り
直
ち
に
各
部

幹
事
の
経
過
報
告
に
移
る
。
各
部
へ
の
質
義
も
無
〈
十
時
二
十
分
岡
村

幹
事
長
の
解
任
の
挨
拶
あ
P
。
満
場
拍
手
を
以
ワ
て
一
ヶ
年
の
努
に
感

謝
す
。
引
綴
き
附
和
十
五
年
度
新
幹
事
を
代
表
し
清
水
庶
務
幹
事
の
就

任
挨
拶
あ

p
。
次
で
清
水
幹
事
本
年
度
濠
算
案
を
設
冊
目
し
珠
算
討
議
に

入
る
。
合
員
減
少
の
鏡
各
部
共
に
苦
し
き
殻
算
な
る
に
釣
し
不
安
の
球

あ
り
。
各
部
幹
事
ζ

れ
に
封
し
熱
意
を
以
ワ
て
遼
む
決
心
を
越
ぷ
e

績
い
て
建
議
案
の
討
議
に
入
る
。

一
、
講
隷
曾
に
劉
し
緩
行
す
る
や
否
宇
又
は
開
催
日
費
更
等
の
件

持
論
部
に
て
従
来
執
行
し
来
れ
る
土
曜
日
議
鮮
舎
は
中
準
体
制
度
に
な


